
チ
ユ
ウ
ガ
ク
セ
イ
コ
ウ
中
田
牢
西
校

金
持
続
が

明
治
三
年
十
一
且
の
中
泉
校
鋭
定
に
よ
b
、
出
抽
出
取

を
敬
へ
る
お
、
仙
石
町
-
克
明
倫
堂
跡
に
箇
き
、
イ
二

月
十
一
一
日
開
始
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
設
放
は

小

B
m附
時
孫
三
郎
・
大
邸
内
藤
誠
の
最
も
力
を
致

し
た
閉
山
で
、
敬
仰
に
は
陵
町
純
正
・
永
山
平
太
・
井
口

桝
・削抽
出
有
道
・
石
黒
説
左
衛
門

・
東
方
居
間
平
等
が
あ

っ
た
。
申
鎮
西
校
は
金
問
鯨
と
な
っ
た
後
も
向
織
的

を
殴
定
し
た
時
初
っ
た
務
呼
で
あ
る
。

チ
ヤ
パ
hm
ケ

茶
畠

金
四
仰
の
町
名
。

何
ケ
町
の

末
、
川
町
削
寺
町
の
後
地
で
あ
る
。
音
は
金
均
附
近
に

て
茶
を
製
す
る
こ
と
稲
で
あ
っ
た
が
、
此
の
地
と
野

m村
と
の
み
に
は
茶
臼
が
あ
っ
た
の
で
、
後
邸
地
と

な
っ
て
も
之
を
地
名
に
呼
ん
だ
の
で
あ
る
と
い
は
れ

句。。

せ
ら
れ
た
が
、
凶
年
十
一
月
中
間
一
斑
校
と
共
に
金
保

中
泉
校
に
な
っ
た
。

チ
ユ
ウ
ガ
h
y
ト
ウ
コ
ウ
中
毒
東
校
明
治
三
年

十

一
且
金
部
掛
川
に
於
い
て
、
巾
尽
校
教
科
そ
ぷ
泌
祥

三
科
と
定
め
た
も
の
L
中
、
祥
同
イ
そ
授
け
る
昨
山
を
巾

単
一
恥
校
と
い
ひ
、
校
舎
は
徒
六
附
内
沼
山
岳
御
殿
で
、

十
二
且
十
七
日
開
始
せ
ら
れ
た
。
中
間
山
東
絞
に
は
小

型
科
及
び
巾
門
イ
科
青
む
い
た
が
、
そ
の
小
川
口
町
刊
は
漸

次
之
を
隠
し
、
小
円
引
所
者
以
て
代
へ
る
態
定
で
あ
っ

た。

巾
叩
科
の
内
、
部
致
濯
m
附
か
ら
来
た
生
徒
や
-E

則
と
し
、
抱
往
郎
か
ら
来
た
も
の
を
絡
一
則
と
い
う

た
o
E川
の
英
担
敬
師
は
阿
川
努
之
助
、
川
明
則
の
政

附
は
長
野
桜
次
郎

・
柴
野
呂
之
訟
で
あ
っ
た
が
、
諮

問
年
六
月
か
ら
英
人
エ
ト
ウ
キ
ソ
・
サ
イ
モ
ソ
ソ
ン

が
来
て
、
正
則
の
英
郁

・
政

mbH}剛山
任
し
た
。
巾
県

東
校
は
こ
の
年
七
且
金
持
綜
と
な
っ
た
後
も
向
制
制
約

せ
ら
れ
、
十
一
月
中
阜
商
校
と
共
に
金
持
巾
内
・
校
に

な
っ
た
。

チ
ヤ
ヤ
ガ
ハ

茶
屋
川

路
品
部
水
自
債
は
g
e
の

谷
か
ら
続
出
L
、
上
領
で
じ
ゃ
う
の
川
に
訴
合
」
。

統
科
一
一
粁
抗
。

チ
ヤ
ヤ
パ
シ

茶
屋
橋

金
滞
僑
梁
記
に
、『
茶
屋

橋
、
大
関
に
有
之
。
』
と
あ
る
。
此
の
燃
は
春
日
間
の

佑
仰
で
、
そ
れ
よ
り
米
を
大
樋
聞
と
い
う
た
。
踊
名

の
問
来
は
、
指
爪
に
茶
屋
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

チ
ヤ
ヤ
マ
チ

茶
屋
町

金
樗
の
川
名
。
今
愛
宕

町
と
い
ふ
も
の

o
E侍
に
、
務
初
の
頃
は
此
の
附
近

は
比
良
せ
ず
、
市
外
の
原
野
で
あ
っ
た
か
ら
、
依
人

の
茶
防
の
あ
っ
た
の
が
そ
の
名
の
起
り
で
あ
る
と
い

ふ
が
、
矢
閉
山
り
文
政
の
茶
態
女
公
許
以
前
陥
に
隠
政

女
が
居
た
お
の
鰐
呼
か
と
思
は
れ
る
。
依
人
の
遡
行

す
る
地
理
で
は
な
い
。

チ
ユ
ウ

知
有

J
〆
イ
オ
ウ
チ
ユ
ウ

有
。

チ
ユ
ウ
エ
ン
中
海

在
中
中
施
。

チ
ユ
ウ
グ
ウ

中

宮

白

山
七
枇
の
一
つ
で
、
石

川
郡
中
宮
村
に
抑
制
座
す
る
。
中
宮
村
は
初
め
笥
笠
村

と
い
う
た
の
で
あ
る
。
白
山
記
に
、
『
有
=
一
防
地
一

銭
山
川
=
入
方
「
形
似
目
白
川
辿
税
制
州
一
地
刷
出
時
如
昌
三
由
。

賃
制
4DS
共
上
一
是
鋭
=
笥
設
中
宮
。
本
地
如
mu川
崎
也
。

耐
凹
町
三
間
一
}
問
、
拝
殿
Y
M
一削
三
而
、
彼
陣
所
七
間
二

回
。
叉
小
祉
荒
開
。
叉
七
刷
二
而
開
設
。
本
仰
大
日

如
来
。
五
尺
洪
錨
在
v

之
。
叉
有
=
三
間
一
一
印
殴
。
叉

新
聞
μ
出
=
一
間
一
一
則
。
金
山
甲
山
小
白
山
不
動
山
御
座
。

三
間
四
而
品
川
行
世
間、
本
側
阿
揃
陀
。
=
一
間
一
一
向
法
花

三
昧
堂
、
本
川
脚
型
民
並
行
隊
。
三
間
一
而
不
動
銭
。
草

堂
。
鏑
線
。
』
と
見
え
て
、
本
宮
に
劣
ら
ぬ
大
枇
で
あ

っ
た
。
そ
の
祭
耐
に
闘
し
て
は
、
岡
市
U

に

『
中
宮
、

本
地
如
慰
輪
。
訴
法
如
s
本
宮
↓
位
鴨
川
形
跡
問
。
』
と
あ

る
。
白
山
樹
上
の
跡
調
と
木
宮
白
山
比
時
制
祉
と
の

大
郎
知

」
ザ
イ
チ
ユ
ウ
チ
ユ
ウ
エ

Y 

チ
ヤ
ーー
チ
ユ

聞
に
あ
る
に
よ
っ
て
巾
宮
と
い
う
た
の
で
、
中
宮
を

巾
J
昌
と
山
U

い
た
も
の
も
見
え
る
が
、
脅
却
す
る
の

が
正
し
い
の
だ
ら
う
。
今
は
笥
笠
中
宮
前
世
と
都
す

司
令
。

チ
ユ
ウ
グ
ウ

中

宮

布

川
制
河
内
庄
に
在
る
部

活
。
村
名
は
も
と
笥
笈
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
白
山
七

社
の

一
つ
な
る
巾
宮
が
あ
っ
た
岱
、
後
に
笥
笠
よ
り

も
向
包
の
方
が
地
名
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

チ
ユ
ウ
グ
ウ
ォ
ン
セ
ン
中
宮
温
泉
石
川
郡
中

宮
を
去
ろ
こ
と
東
方
八
粁
で
、
能
楽
部
隠
添
か
ら
六

粁
の
山
巾
に
在
る
。
初
は
用
添
の
湯
と
僻
し
た
が
、

冗
文
八
年
同
格
の
部
古
川
が
綜
附
の
直
納
地
と
な
っ
た

際
、
中
，川
を
以
て
加
白
山
附
と
の
領
境
に
し
た
局
、

地
内
市
は
巾
包
に
利
回
L
て
、
川
刷
後
巾
門
市
川
山
の
抑
制
と
い
ふ

に
京
っ
た
。
し
か
し
向
慣
習
上
賂
一
部
調
口
駅
と
も
い
う

て
日
た
邸
は
、
一兆
級
一
九
年
の
北
の
山
に
、
『
白
山
の
抽
出

路
橋
の
拠
出
訴
に
入
り
て
附
る
さ
。
狙
の
子
に
則
る
与

時
の
艇
の
山
政
魚
業
』
な
ど
と
あ
る
に
依
っ
て
知

ら
れ
る
。
父
三
州
大
節
水
終
に
之
を
旭
谷
池
泉
と
い

ふ
は
、
そ
の
所
在
地
が
東
入
谷
で
あ
る
銭
、
入
谷
の

泊
川
水
と
い
う
た
の
が
料
じ
た
の
で
あ
る
。
元
利
二
年

九
用
品H
七
日
同
添
村
に
奥
へ
た
高
札
に
、
『
一
、
惜
別

協
入
依
者
は
、
湯
器
行
に
相
断
、
財
刊
同
定
令
湯
治
候

m。
一

、
御
家
巾
之
者
、
自
然
封
他
凶
人
抽
出
村
人
、

震
之
作
法
於
有
之
者
、
交
名
し
る
し
可
巾
上
続
。
』
な

ど
と
あ
る
は
こ
の
池
袋
の
郁
で
あ
る
。

チ
ユ
ウ
グ
ウ
サ
ン
ジ
ヤ

中

宮
三
日紅

白
山
の
中

{
呂
と
共
に
、
そ
の
系
統
に
図
ず
る
佐
総

・
別
宮
の
各

社
を
惣
都
し
て
い
ふ
。
白
山
犯
に

『
巾
宮
・
佐
総
・則

宮
、
此
鋭
=
巾
{
呂
三
社
刊
』
と
あ
る
。

チ
ユ
ウ
グ
ウ
ハ
チ
イ
ン
中
宮
八
院

白
山
杷
に

『
中
宮
入
院
。
路
凶
寺
・
白
険
寺
・訟
谷
寺
・
間
叫
花
寺
・出口

興
寺
・長
究
寺
・初
出
水
寺
・
降
明
寺
。
降
明
寺
外
七
院
"

桜
山
取
締
内
也
。
』
と
あ
る
の
は
、
何
れ
も
白
山
中
宮

宋
で
あ
ら
う。
源
平
時
間
表
記
容
四
に
『
此
時
北
の
四
ヶ

寺
に
臨
明
寺
・浦
山
坑
寺
・長
花
巻
・議
興
寺
、
問
の
凶
，

寺
に
昌
除
寺
・
秘
附
寺
・松
谷
寺
・
叩
旭
松
寺
、
入
院
の

栄
徒
曾
合
し
て
使
者
を
中
宮
へ
立
。
』
と
い
ひ
、
叉
白

山
{
呂
班
脳
出
榊
巾
担
録
に
、
『
品
開
徒
令
昌
雄
山
(
入
院
中

間
断
寺
へ
器
v
入
-
榊
削
(
4

』
と
も
載
せ
ら
れ
る
。
三
州

奇
談
に
例
大
寺
・
金
剛
剛
寺
・
湯
川
坑
寺
・
間出門川寺
・
並
明

寺
・正
新
一
寺
・百
凶
寺
・部
党
寺
を
八
大
寺
と

L
、
三

州
名
跡
芯
に
は
金
剛
寺
・正
謹
寺
・五
閥
寺
・郭
一
大
寺
・

遊
泉
寺
・小
川
寺
・仰
大
帝
を
七
大
寺
と
し
、
組
官
別
U

三
州
芯
の
註
に
正
諮
寺
・仰円
師
寺
・金
削
寺
・稲
川
市
寺
・

話
興
脊
・純
附
寺
-
m
辿
円
以
寺
等
(
一
寺
不
明
〉
を
八
大
苛

と
す
る
一
一
読
売
掛
川
せ
た
る
な
ど
は
、
何
れ
も
か
の
入

院
を
設
侍
し
た
の
で
あ
ら
う。

チ
ユ
ウ
グ
ミ

中
綿

4
モ
チ
カ
タ
グ
ミ
持
方

組
。

チ
ユ
ウ
ケ
イ

中
渓

白
山
遊
開
比
例
把
に
中
渓
と

犯
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
能
決

・
石
川
二
部
の
界
を
誠

れ
る
賂
添
川
の
上
流
中

J

川
の
こ
と
で
あ
る。

チ
ユ
ウ
ザ
ン

仲

間

小

者
に
し
て
粕
給
分
の
宰

き
者
。
一
に
仲
間
小
山
首
と
も
い
ふ
。
有
期
武
'
以
の
川

政
御
制
法
先
告
に
、
知
行
千
石
(
収
納
四
百
石
〉
の
士

の
使
役
す
べ
き
人
数
を
闘
っ
て
、
こ
の
内
抗
十
行
狗

の
侍
四
局
、
十
依
宛
の
若
作
品
定
抑
制
十
二
人
、
七
依山刊

の
巾
附
小
者
六
人
、
大
使
宛
の
小
中日
十
人
と
す
・
?
を

見
て
、
仲
間
、
小
者
の
地
位
が
わ
か
る
。
後
院
で
は
郭

ら
既
仲
間
印
ち
山
内
加
を
聡
と
す
る
も
の
弘
義
と
な

り
、
そ
の
う
ち
滞
の
御
馬
奉
行
所
周
の
も
の
を
御
府

知
と
も
い
ひ
、
諮
士
郎
印
刷
の
も
の
を
別
詰
と
も
い
う

た。
チ
ユ
ウ
コ
ウ
ザ
ツ
キ

五
三
三

中
奥
雑
記

鹿
ぬ
梢
澗
升


